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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。










本書の内容はフィクションであり、登場する団体・店名・人物などの名称はすべて架空のものです。
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１　魔女ニルン





　黒き森を分け入った先──こじんまりとした丸太小屋。

　火にかけられた鍋から白い煙が立ち上る。

　暖炉のおかげで温かい小屋の中。

　女は不意に鍋をかき回す手を止め、振り返り、灰色の髪の男を手招きした。

「待たせたわね、ご客人」

　魔女ニルン。

　目元を隠す真っ黒な髪。豊満な肉体を地味な黒衣で覆い隠した妖艶な魔女。

　女性としては大柄で、身長は１７０ｓｕ（ｓｕ＝ｓｅｍｉｓ　ｕｎｚｉａ、１ｓｕ＝０・９８ｃｍ）近くもある。

　見た目は30代という女の盛りだが、その実年齢は知れたものではない。

「できましたわよ。〝無垢な赤子でも貞淑な未亡人でも伝説の魔女王シェラハであろうとも媚びを売りながら這いつくばっておチ×ポ様との交尾を必死になっておねだりしちゃう媚薬〟────これがご所望でしたわよね？」

「誰がそこまで具体的にしろと言った」

「あら、ごめんなさいね」

　ご客人、と呼ばれた長身の20代の男はぶっきらぼうに言って歩み寄る。

　屋内にも関わらず羽織ったままの黒コート。くたびれた白シャツに色あせた灰色のスラックス。

　人生に疲れきった顔立ちだが、碧眼の奥にはぎらぎらと危険な輝きがうかがえる。

　堅気でないのは明らかだった。

　なにせここは数多の魔女が棲すむ黒き森。常人なら３日と保もたずに死ぬ土地である。

「……量はどれだけになる？」

「一度に３滴。それで効果が１週間続くわ。ペースを守れば１年は保つかしらね。ちょっとした惚れ薬くらいのつもりなら１滴でも大丈夫よ。当然、節約したらその分だけ長く使える。……これだけ大量のマンドラゴラを持ってくるのはたいへんだったでしょうね？」

「いいや。庭に生えてるよ」

「冗談。１割は抽出料としていただいておいたわ。いい？」

　男は鍋を覗き込み、調合されたピンク色の液体を見る。

　それは液体というよりほとんどゼリーのようだった。

「それだけでいいのか」

「私は魔女よ？　求めるのは研究と研鑽けんさん。こんなに触媒を貰える機会なんて、そうそうあるものじゃありませんもの」

　ニルンが謳うたうように言いながら、どろどろの粘液──媚薬を水筒に注ぎ入れる。

　男はゆっくりと頷き、その光景を見守った。

「それとも、なにか価値あるものでもいただけますの？」

「俺には魔女の欲しがるものがわからないが」

「魔術士ですのに？」

　男は反応せずに立ちつくす。

　無言の肯定。

「そうですわね、強いて言うのでしたら……」

　どうぞ、とニルンは蓋を締めた水筒を男に手渡す。

　男は受け取るなり蓋を緩め、指先を粘液にそっと晒さらした。

　薬の質を検あらためているのか──指先がかすかな光を帯びる。

「こんないけないお薬、どのような方に使うのかしら？　……ふふ、指先が触れただけでも痺れるほどでしょう？　この〝魔女の国〟の瘴気に耐え得るほどの魔術士──ヨアル様ほどの御方が、いったい誰を、虜とりこになさるおつもり？」

　瞳を蛇のように細め、妖艶に微笑ほほえむニルン。

「……そうだな」

　言うべきか、言わざるべきか。

　顎を撫でながら逡巡する若い男──魔術士ヨアル。

「もし、もしも──……楽しく世を乱してくれるのでしたら、個人的にお手伝い差し上げても構いませんわよ？」

　ニルンは彼に歩み寄り、囁ささやいた。

　裾の足りないローブから白い太ももがちらりと覗く。

　ヨアルはそれを一瞥いちべつして頷く。

「わかった」

「お心は決まりになって？」

「ああ」

　耳と唇が触れ合いそうな距離。

「おまえだ」

「……え」

「まずはおまえからにしよう」

　ヨアルはニルンの首根っこをつかみ、引き寄せた。

　柔らかな唇に水筒を傾ける。

　後頭部を押さえつけ、粘液を無理やり流し込む。

　瞬間、がくがくがく、とニルンの豊満な肉体がおびただしく震え上がった。

　ニルンの肌がさぁっと紅潮する。

　頬が火照り、濡れた唇が熱を持つ。

　全身からぶわっと汗を吹く──とくん、とくん、と子宮が息衝くように脈を打つ。

「……え、ぁ、え……？」

　ずるずるとニルンはその場にへたり込む。

　全身の血流が加速する。股ぐらに淫らな熱が集い、どろどろと愛汁が滴り落ちる。

　溢あふれるどころか飛沫ひまつを打つ潮の蜜。床にぶつかり、跳ね返り、お漏らしのように垂れ流し。

　うっとりと濡れた瞳がヨアルを見上げる。黒い髪に伏された漆黒の瞳。

「おい。さっさと閨ねやに案内しろ」

　男の手が強引にニルンを立たせる。

　膝がぷるぷると痙攣する。内股の太ももをどろりと淫蜜が滴り落ちる。

　肉欲が次から次へ込み上げる。発情が止まらない。雄が欲しくて欲しくて仕方がない。




　────どうして、対抗呪文はかけておいたはずなのに。

　ニルンは忌々しげに、きっ、とヨアルを睨にらみつけて、

「……は、い……かしこまりました……[image: ]」

　と、上気した表情で男の手を引いた。






２　道案内を求めて





　屈服を強いる夜。

　ヨアルはニルンをベッドに寝かせるなり、さっさと服を脱ぎ捨てた。

「手で股開いて待ってろ。俺のが欲しけりゃな」

　その声に情愛の色はない。

　ニルンは恥辱に声を震わせながら、両膝を手で持ってぱっくり開く。

「……こ、の……下種、ね……っ！」

「欲しくないんならそれでもいい」

「……っ……」

　きゅっと唇を噛んで恥を忍ぶニルン。

「それでいい」

　ヨアルは薄く笑ってニルンを跨ぎ、反り立つ勃起を眼前に突きつける。

　彼女はちいさく鼻を鳴らし、自らすんすんと臭いを嗅ぎだした。

「……あぁぁっ……[image: ]」

「若い男のチ×ポ臭で発情してんのか？　どうしようもない女だな」

「……っ、この、クズっ……！」

　ごもっとも、とヨアルは頷く。

　元よりこの女に時間をかけるつもりはない。

　単に〝魔女の国〟を案内できる奴隷が欲しいだけなのだから。

「そのクズのチ×ポ欲しさに股開いてんのはどこのどいつだ？　さっさとその口でねだってみろ。なにも未通女おぼこってわけじゃねえだろ──その身もおおかた仮初かりそめだろうが、婆さん」

「わ、私はまだっ、40にもっ……あぁぁぁっ……[image: ]」

　口答えする女の鼻に亀頭を密着させる。

　もう２日ほど水浴びしなかった雄の臭い。発情しきった身体にはてきめんに効くだろう。

　ニルンに飲ませた媚薬にしても、効力を10倍に強化したものだ。生半可な抵抗レジストなど簡単に貫通できる。

「このまま縛りつけて放置してやってもいいんだがな」

「……ま、まってっ……これ、ほしい、ほしいのっ……」

「具体的に言ってみろ」

「……っ、ぁ……」

　肉体はお手軽に堕とした。

　あとは心をへし折るだけ。

　どちらか一方を堕としておけば、もう一方が堕ちるのも時間の問題だった。

「ち……ち×、ぽ……」

「誰の」

「……よ、ヨアルさま、の……」

「どんな」

「……お、おおきく、て……鰓エラが張ってて、黒ずんでて……太くって、長いの……」

「どうしろって？」

「…………私の、おま×こに、挿れて……ほじくって、かきまわして……かわいがって、くださいませ……[image: ]」

「はいじゃあ初めから全部合わせて言ってみような」

　ヨアルが真顔で促すと、人ひとりを呪い殺せそうな殺気が向けられる。

　顔から全身まですでに真っ赤なニルン。羞恥のあまり股穴からだらだらと愛汁が滴り落ちる──彼女自身は気づいてもいまい。

「しょうがないな。先っぽだけくれてやる」

　ヨアルは彼女にのしかかり、竿先を膣粘膜と密着させる。

　熟れた赤貝のような魔女の陰唇。ヒクつく膣穴にぺったり貼りつく縮れ毛が堪たまらなくいやらしい。

　ちゅぷん、と雌雄の粘膜が接吻せっぷんを交わす。

　瞬間、ニルンは髪に覆われた眼差しをとろんと蕩とろけさせ、口を開いた。

「────ち×ぽ、ぉっ……[image: ]　ヨアルさまのおっきくて、ぶっとくてっ、どす黒いカリ高のえげつないおち×ぽぉっっ[image: ]　私のおま×こにぶちこんでっ、ほじくりまわしてっ、愛ひてくださいませぇぇっっ[image: ][image: ]」

　哀れみを誘う懇願。

　ヨアルは泣きむせぶニルンを見つめ、体重をかけながら男根を突き入れた。

　柔らかく絡みつくマン肉をかき分け、挿入を果たす。ずっぷりと子宮口を突き上げ、軽く腰をひねってこね回す。

「あぁぁぁっ……！　ひぃっ、イく、イくっ……！　イくっ、イくっ、イっちゃ、イっちゃいますうぅ……っ！」

「……いい感じの体温だな。膣内も熱々で……こりゃ、チ×ポをしごくにはちょうどいいな」

「あ、あっ……！　ひどっ、ひどいですわぁぁぁっ[image: ]　ひっ、イっく、イくぅっ[image: ]　イくっ、イっちゃっ、イクうぅぅぅ────っ[image: ]」

　震える華奢な肩、腰、たっぷりとした乳房。

　幸せいっぱいに表情を蕩けさせ、顔を仰け反らせながらニルンはアクメに善よがり狂う。

　膣穴がぎゅっと収縮し、肉棒を懸命に締めつける。柔らかなひだがうねうねと絡みつく。

「っ……は」

　ヨアルは込み上げる衝動をぐっと堪え、ぐりぐりと子宮口をこね回すのに専念する。

　ちゅっちゅっと吸いついてくる膣奥を丹念にえぐる。小刻みに腰を前後し、愛汁を膣穴からほじり出す。

　ずるずると抜けかけるところまで引き抜き、そこから一気に腰を叩きつける──パンッと甲高い淫音が寝室に響き渡る。

「ぁ……あぁぁぁっ……や、ぁん、またぁっ……イくっ、イクっ、イキますのっ……！」

「好きにイってろ。二度とこれを忘れられないように、イくたびに快楽を染みこませてやるからな」

　その言葉は伊達だてや酔狂ではない。

　先ほどニルンが飲み干した媚薬は魔術の触媒ともなる。

　そして、女が絶頂の悦びに惚けるほど無防備な時はない──つまり、いくらでも魔術をかけられる。

　ニルンは一瞬、慌あわてたように目を見開く。

　そこにパンパンと腰を叩きつけてやれば、彼女は面白いように腰をくねらせ善がり泣いた。

　じゅぷじゅぷと淫らな水音が響き渡る。膣壁が複雑にうねり、ぎゅっと肉棒を搾しぼってくる。

「あ、んぁ、やっ、イか、な……イっちゃ、ぁ……いや、ぁんっ……！」

「……やめておけ。無駄なあがきだ」

　一夜限りの屈服では済まされないことに気づいたのだろう。

　もう遅い。

　必死に唇を引き結ぶニルンに、ヨアルは腰を勢いよく叩きつける。

　カリ首で膣ひだをかきむしりながらゆっくり抜き、また勢いよく突き入れる。

　女の豊満な尻肉、男の硬い腰──お互いに何度ともなくぶつかり合う。パンパンと小気味よく甲高い音を立てる。

「っ……ふっ……！」

　亀頭の返しがぞりぞりと膣ひだを引きずる。

　ニルンはきゅっと唇をつぐみ、その切れ間から苦しそうに息を吐く。

「ぁ……ん、あっ……！」

　ずぷん、と子宮口を突き上げる。

　ちいさな唇が花開く。かすかな声を吹きこぼす。

「あっ、あっ、あっ、ぁっ、はっ、ぁっ！」

　機械的な正確さでピストンが連続する。

　甘い声が止まらない。吐息がどんどん激しさを増していく。

「あ、あ、あ、ぁ、ぁっ！　イ、くっ！　イっちゃっ……くっ……んぅうっ……！」

　パンパンパンパンと腰を小刻みに叩きつける。にゅぽにゅぽと蜜壺をほじくり返し、時に子宮口をぐりぐりとこね回す。

　感極まった声を垂れ流し、ニルンはアクメに上り詰める。切羽詰まった息がせわしない。全身がぶるぶると痙攣けいれんし、表情が自然にふにゃりと緩む。

「あっ、あん！　あぁぁんっ！　あんっ、イくっ、イクぅぅっ[image: ]　イっちゃ、イくっ、イクっイクイクイクイクぅぅ～～～～っっ[image: ][image: ]」

　しっかりと腰を押さえつけトントンと子宮口を突きまくる。カリ首で膣天井をねっとりとかきむしり、小刻みにぞりぞりとこすり上げる。ぶわっと膣奥が広がるのに合わせ、子宮口と鈴口を密着させた。

　途端、ニルンはがくがくと全身を痙攣させて絶頂する。気持ちよさそうに膣ひだをうねらせ、膣穴から愛蜜を撒き散らしながらの甘美なアクメ。

　口端から舌を垂らし、子宮口は鈴口にかぶりつき、上下ともに涎を垂らしてニルンはイキ狂う。

「……っ、は……おう、イってる顔見せてみろよ」

「あぁぁんっ……[image: ]　やぁぁっ……[image: ]　やらぁっ、みな……みなひで、くらひゃいませぇっ……[image: ]」

　汗で額にぴったり貼りついた前髪。ヨアルはそれをいともたやすく払いのける。

　瞬間、はしたなく蕩けたニルンの表情があらわになる。目元は情けなく垂れ、口元は開きっぱなし、悔しげなのに幸せそうなアクメ顔。

「……生ナマ言ってんじゃねえよ。気持ちいいんだろ、幸せだろ？　このまま何回もイかせてもらいたいだろ？　どうせ薬のせいなんだからよ、さっさと諦あきらめたほうが楽になるぞ」

　ヨアルはニルンの右耳に舌を這わせる。

　もう一歩の耳たぶをくすぐり、上から下まで揉みほぐす。

「……っ、ぅ……[image: ]」

　もどかしそうに彼女の腰がくねるのを見て、ヨアルはぬぽぬぽと子宮口を一心に責め立てた。

「あ、ぁ、ぁ、あっ！　いや、いやぁんっ[image: ]　くる、おっきいのっ、また、きちゃいます、わ……っ[image: ]　あ、あ、あ、あ、ぁっ……[image: ]」

　張り詰めた肉竿がずっぽりと膣内を埋めつくす。ずぷんっ、ずぷんっ、と力強いピストンが膣奥を打ちのめす。

　少しずつニルンの肉感的な脚が、ぴん、と伸びる──なよやかな爪先がきゅうっと丸くなる。

「あ、あ、あんっ、あっ！　イく、イクっ、イく、イっ……[image: ]」

　ぐぐっ、とニルンの首筋が反り返る。

　肉の楔くさびで満たされたお腹がキュンキュンとひくつき、内ももがぶるぶると痙攣する。

「ダメだ」

　瞬間、ヨアルの腰がぴたりと止まった。

　自らの親指に歯を立て、滲んだ血をニルンの下腹部で踊らせる。

　身体の奥深くまでつながり合い、肉悦を貪りながらの魔術行使。

　ニルンに抵抗の術はない。その意識は絶頂寸前の快楽に攫さらわれ、絶頂できず──もはや意識も絶え絶えだった。

「っ……あ、なんで、なんで、ですのぉっ……！　なにを、なさってっ……」

「見りゃわかるだろ」

　初めに朱色の点を穿うがつ。

　その周囲に幾何学的な線形図が書き入れられ、印は瞬く間に完成する。

　彼女の魔力管に干渉し、肉体に不可逆の変化と被支配をもたらす呪紋──淫紋。

　女の生殖器官をモチーフにしたそれは鈍い光を発したあと、すぐに淡い紅色で定着した。

「おまえの肉体は俺が管理してやる。……あんたには執着も恨みもないが、信頼できる協力者が必要でな。〝魔女の国〟まで案内しろ。嫌なら生殺しを続けるか、ほかをあたるだけだ──あんたはそのまんまでな」

「……あなた、なにが、目的で……こんなっ……」

「色ボケした婆さんには話が難しかったか？　俺の言うことを聞くなら好きなだけ身体を満たしてやる。簡単な話だ」

　かぁ、とニルンの顔が耳たぶまで真っ赤に染まる。

　腰がもじもじと踊り狂うが、望んだ快楽を得られるはずもない。

「解呪かいじゅしようっても無駄だ。自分でもわかってんだろ」

「……おかしい、わよ、こんなっ……いったい、誰にっ……」

「そいつは教えられんな。誓約を破ることになる」

　さあどうする、とヨアルはニルンの顔を覗き込む。

　彼女は咄嗟とっさに目を逸らす。

　ヨアルは彼女の頬に手を添え、無理やり自分のほうを向かせた。

「いいか。素直になったら気持ちよくイかせてやる。何十回でも、何百回でも、最高の絶頂を味わわせてやる。……もう子宮でイく快楽まで覚えてちまってんだろ。ヒクついてる穴の奥、思いっきり突いてやる。……だから、嫌なら嫌って言えよ？」

　なにも言わなかったら、その時は。

　ヨアルの言外の提案に、ニルンはきゅっと唇をつぐんだ。

　瞬間、彼は醜悪に口端を歪め、膣内の肉棒を揺り動かす。

　膣奥をずっぷりと押し潰した剛直をハメ直す。

「……契約成立、だな」

「そ、そんなっ、汚なっ……ひっ[image: ]　ひいぃんっ[image: ]　イっく、イっちゃ、ぁ、くるっ、くる、きます、わっ[image: ]　あ、あ、んっ、イくっ、イくっ、イっくうぅぅ～～～～っ[image: ][image: ]」













　口答えするニルンの発情穴に剛直を叩き込んで黙らせる。

　パンパンパンパンと絶え間なく続く交尾音。

　アクメを極める牝の鳴き声がそれに合わせ、甘ったるい声色で鳴り響いた。
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　男女の交尾はひと晩を通して続いた。

「あぁ、ん、や、イく、イっちゃ、イクぅっ……[image: ]　いやぁっ、ゆっくりされるの、いやですのぉっ……[image: ]」

「わがままな女だな。してほしいならちゃんと言ってみろ。言われなきゃわからんだろう？」

「……うぅっ……このゲスっクズっ……もっと、おち×ぽ、つよくしてくださ──ひ[image: ]っ[image: ]　イくっ[image: ]　それぇっ、それすきっ、すきですわぁっ[image: ]　あぁぁぁイくっ[image: ]　イクっイキますうぅぅ～～～～っっ[image: ][image: ]」

　時にゆっくりのピストンで上り詰め、

「やっ[image: ]　あぁっ　いぃんっ[image: ]　だめ、ですわっ……これ、よすぎっ、あ、も、イくっイクぅんっ[image: ]　すぐイくっイっちゃっ[image: ]　おねがい、ですわっ、ヨアルさまぁっ、お加減を……んはあぁぁっ……[image: ]」

「あんたがいいって言ったんだろうが、おい。一発も搾れねえユル穴のくせにずいぶん贅沢ぜいたくなことを言うじゃないか」

「ひ、ひどいっ、ひどいですわぁっ[image: ]　ちがうわよっ、ヨアルさまのが、たくましすぎてぇっ……[image: ]」

「俺に責任転嫁するのか？　仕置きだな。そのままイっちまえよ」

「あひいぃんっ[image: ]　そこっ、そこ、弱いのぉっ[image: ]　あぁやだぁそこばっかりぃ……っ[image: ]　むり、むりですわ、こんなっ……あぁんイクっ……[image: ]　イクっイクうぅぅぅ～～～～っっ[image: ][image: ]」

　また時には苛烈な責めで絶頂に至り、

「……あぁんっ……[image: ]　ぁ、ん、これっ……きもちいいっ……[image: ]　きもちいい、ですわ……っ[image: ]　あぁ、いいっ……[image: ]　おなかから、あついの……きてます、わ……っ[image: ]　あっ、あっ、あっ……あんっ……[image: ]」

「素直にしたら気持ちよくなれるって言ったろ。初めからそーやっておとなしくしてりゃいいんだよ。気持ちいいところも全部教えろよ」

「ぁ、あ、はいっ……はぃ、いいっ……[image: ]　あんっ……そこ、おま×この、奥のところ……いいですわっ、いいっ……[image: ]　ずぷって、串刺しにしてくださいませ……っ[image: ]　あぁぁんっ……[image: ]　いぃ、イく、イくっ……イくぅうんっっ……[image: ][image: ]」

　またある時には丹念な膣穴ほじりで、ニルンは甘美な膣イキに没入する。

　度重なる絶頂の果てに日の出を迎えた頃、ヨアルはようやく我慢をやめた。

　うねる肉ひだにこねられ、揉みしだかれ、肉棒が甘いうずきを感覚する。

「そろそろ出すぞ。緩んだ穴に出してやるなんざもったいないからな、顔で受け止めろよ」

「あ……ぁ、ん……[image: ]　わかりました、わ……っ[image: ]」

　実際のところ、緩い穴という評価は間違っている。

　若い女のような締めつけはないが、心地よい絡みつきやうねりはまさに極上のひと言。

　幸福感に満たされて脱力するニルンのマン穴で海綿体をしごき、心地よい射精感を追い立てる。

　ついにひと筋の白糸がビュクンと噴出した瞬間、ヨアルは男根を抜き取った。

「……く、お……出るぞ、出る……[image: ]っ……!!」

　ビュルッ、ブビッ、ビュグルルルッ！

　ドピュッ、ドブッ、ドプ、ドプンッ！

　魔女の綺麗な顔にたっぷりと子種を排泄する。

　射精の快楽と下種な征服感に満たされながら、ヨアルは何度も野太い血管を脈打たせた。

　赤らんだ目元、白い鼻筋、紅い唇。

　精子は顔のあちこちに撒き散らされ、べったりと執拗しつようにこびりつく。

　まるで彼女の顔を精液便所にでも使うよう。

　どろどろと濃厚な白濁汁に汚され、ニルンはきゅっと眉をしかめた。

「く……[image: ]、ふっ……」

　ヨアルは最後までニルンの顔に精子を搾り出す。

　ダマになった子種がひと筋、びゅくびゅくと鼻先に飛び散った。

「……ぁ、んっ……[image: ]」

　ニルンはすんすんと小鼻をひくつかせ、か細く鳴く。

　彼女はヨアルの仕打ちを咎とがめもしない。

　ちろちろと舌なめずりして子種をすすり、ごっくんと喉を上下する。

「おら、吸え」

「……ふぁ……はひ……[image: ]」

　ニルンは差し出された竿先をぱっくりと咥え込んだ。

　ぽってりとした唇で亀頭をしごく。長い舌を出してレロレロと肉棒の段差を舐め回す。

　ジュルル、と残り汁を残さず吸い上げて、ニルンはようやく精子臭い息をこぼした。

「……それじゃあ、ちゃんと寝とけ。起きたらすぐにここを案内してもらう」

　ヨアルは萎えきってもいない男根をスラックスに押し込み、ニルンを置き去りにベッドを降りる。

　居間のソファを拝借するつもりだった。

「……んぁ、まって……くださら、ない……？」

「なんだ。戯たわむれに付き合うつもりはないぞ」

「薄情、ですわね……」

　ニルンはうっとりと濡れた目で見上げる。

　ヨアルはふんと鼻を鳴らすばかりだった。

「まさか本当にそのつもりだったとか言わんだろうな」

「……違います、わ。その……いったい、なんのため……ですの？」

「ああ」

　得心した、と頷くヨアル。

　彼はニルンを振り返り、思案する。

　淫紋は完璧に彼女の下腹部に定着した──話しても問題はないだろう。

　どうせいつかは知られることだった。

「〝魔女王〟アルマエイラに用がある」

「……ん、なっ……？」

　驚愕に目を見開くニルン。

　彼女は肉悦に蕩けた身体を無理やり起こし、ヨアルの背中を睨ねめつける。

「どういうこと、よっ!?　あなた、どうして、今代の魔女王様の名を──」

　ヨアルは答えずに部屋を出る。

　同時に魔力を練り上げ、経路パスを接続──ニルンに刻み込んだ淫紋を強制的に励起れいきさせた。

「っ……あ、ぁぁんっ……[image: ]　ぁ、ちょっと、また……ぁっ……[image: ]　これっ、止めなさいよ、ヨアルっ、いえ、ヨアルさまっ、あひいぃぃぃ────っっ[image: ]」

　甘ったるい嬌声を耳にしながらソファに寝転がる。

　適当なところでやめることにする──疲労困憊こんぱいさせたら困るのはこちらのほうだった。






３　生前の残影





　城塞の中心にそびえ立つ時計塔。

　その裾野から同心円上に広がる石造りの町並み。

　国境線付近の城塞都市ヴェネディウム──その裏通りにヨアルはいた。

　同時に、気づく。

　これは夢だ。

　20年も前の、ヨアルが一度死ぬ前の、夢。

　この時ヨアルは20才で、軍属の魔術士ながら士官教育を受ける身の上だった。

　そして、誰よりも愛しく想う幼馴染おさななじみがいた。




　20年前の運命の日。

　ヨアルはすべて失った。

　王立魔術協会の所属を示す黒のローブ。

　その裾が地にこすれるのも構わずヨアルは走る。

　顔立ちはいまと比べものにならないほど若々しく、襟の裏には銀杖突撃章が誇らしげに輝く。

　この先どうなるのかはすべてわかる。

　もう数えきれないほど繰り返し見た夢だ。

　彼が目指す先は喧騒に満ちた中央広場。

　細く入り組んだ路地を最短で抜け、ヨアルはその光景を目の当たりにする。

「神官アルマエイラ。汝は神に仕える身でありながら、私利私欲によって魔王軍を相手にした利敵行為を主導し、我がレーヴェラント王国に深刻な被害をもたらした。よって汝を火あぶりの刑に処す。汝より異議申し立てはあるか」

「……わたしは、わたしに恥じねばならないようなことは一切いたしておりません。ですから、とても残念です。あなた方が、そう結論を下したことが」

　人が輪になって群れる雑踏の中心。

　聖きよらな純白の法衣に身を包んだ少女が、段上の十字架に磔はりつけにされていた。

「ふざけんな！」

「殺せ！」

「殺しちまえ！」

「魔王の手先め！」

「なにが聖女だ、ふざけやがって！」

「私欲のために国を売ろうなんて、とんでもない女だよ！」

　人々は口々に罵詈雑言を喚き立てる。

　聞くに堪たえない言葉を前に、ヨアルは愕然と立ちつくした。

　────これはなにかの間違いだ。

〝聖女〟アルマエイラ・セレナリエ。

　10代の少女と見まがう１５０ｓｕ程度の小柄な身の丈に、魅入られるほど鮮烈な白金プラチナブロンドのストレートロング。

　憂いを帯びた蒼い瞳は慈しみに満ち、柔和な笑顔は見るものの心を分け隔てなく和ませた。

　聖女のふたつ名の由来は至極単純。

　魔王軍との緊張状態が続くこのご時世、私財をなげうって貧困問題に取り組む若き聖職者。

　彼女の献身と尽力により、ヴェネディウムの路上生活者は大幅な減少を見たという。

　教会間で連携しての孤児院設営、無料の野外炊き出し、一時的な住まいや職業の斡旋など、その働きは枚挙にいとまがない。

　傷病を治癒する神術や医術にも長け、その実力は国内でも一、二を争うほど。

　──そして彼女は、ヨアルの幼馴染でもあった。

「子どもを魔王軍に引き渡してたんだって!?」

「証拠は上がってるそうじゃないか、おい、なんとか言えよ!!」

　聖女アルマエイラは民衆から絶大な人気を得た。

　それゆえに、彼女が国から疎ましがられるのは時間の問題だった。

　詳細はいまでもわからない。

　ただ、王国首脳部がなんらかの工作活動を行なったのは確かだった。

　悪評をばらまき、教会の腐敗を捏造ねつぞうし、それをアルマエイラと結びつける。

　──かくて聖女アルマエイラの名誉は地に堕ちた。

「……っ」

　彼女はもはや言葉もない。

　執行人の斧が華奢な首筋に添えられる。万が一、拘束が解けた時の保険だろう。

　もうひとりの執行人が、十字架の足元に敷き詰められた藁に火をつけた。

「やめろっ……!!」

　いますぐにでも邪魔な群衆を薙なぎ払ってやりたい。

　だがそれより、処刑をやめさせるのが先決だ。

　ヨアルはアルマエイラの姿をじっと見据え、死にものぐるいで駆け出した。

「────がッ!?」

　瞬間。

　ヨアルは背後──群衆のひとりから頭をぶん殴られ、勢いよく前のめりに倒れ込んだ。

　その周りにぞろぞろと彼らが集つどってくる。

「おい、こいつ、あの女の仲間だぞ!!」

「なんだと？」

「魔術協会にも潜んでやがったのか」

「あの女と同罪だ、やっちまえ!!」

　アルマエイラの周辺人物として顔が割れたのか。

　ヨアルは10人以上の老若男女に包囲され、立ち上がる間もなく袋叩きにされた。

　初めに誰が声を上げたのかはわからない。

　扇動された一般市民かもしれないし、王国の諜報員がまぎれ込んだのかもしれない。

　いずれにせよすべては手遅れだ。

「おい、このままじゃ死んじまうんじゃねえか？」

「構いやしねえよ！」

「どうせ俺らから搾り取った金で研究だかなんだかしてんだろ!?　いい御身分だこった！」

「どうせ魔王軍に通じてやがるんだ、気にするこたあねえ！」

　悪意と罵詈雑言がぶつけられる。

　ヨアルはボロクズになるまで殴られ、蹴られ、棒で叩かれ、徹底的に打ちのめされた。

「やめて」とアルマエイラが懇願する。

　怒号を上げる民衆には決して届かない。

　痛みに悶え苦しみ、血反吐を吐きながら、ヨアルは視線だけを彼女に向けた。

　そして思わず笑った。

　脚に火が回るのも意に介さず、アルマエイラはヨアルをじっと見つめていた。

　蒼い瞳が悲痛に揺れる。目元にじわりと涙がにじむ。

「ヨアル」という彼の名を、アルマエイラの唇が呟つぶやくように象かたどった。

　────俺の心配なんかしてる場合じゃねえだろ。

　腰まで火に巻かれながら、アルマエイラもかすかに笑った。

　瞬間、ヨアルの脳裏に走馬灯が駆けめぐる。

　同じ町に生まれ、将来を誓った他愛ない幼少期の記憶。

　お互いに異なる道を志すと決めた少年時代。

　かたや一端の魔術士で、かたや聖女として知られる高名な神官で、それでも親交は継続された。

　彼女が誰かと婚姻を結ぶことは金輪際ないだろう。

　ヨアルもそれで構わなかった。同じ国を思えばこそ、この縁が切れることはないだろうから。

　────すべては儚い夢だった。

　頭蓋骨を角材で叩き割られ、ヨアルは死んだ。

　そしてアルマエイラも死んだ。火に焼かれ、屍から首を落とされ、魔女の汚名を被されて聖女は死んだ。

　ひと月後、聖女アルマエイラは魔王の手により蘇よみがえった。

　人知れず〝魔女の国〟の新たな女王として。

　そしてヨアルは────。
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　下半身の違和感で目が覚めた。

　ヨアルは瞼まぶたをこすりながら、脚のあいだで小刻みに揺れる頭を見下ろす。

「……なにやってんだ」

　魔女ニルン。

　彼女は全裸に肩かけを羽織った格好のまま、ヨアルの足元に跪ひざまずき、肉棒を根本まで咥えている。

　唇が剛直をぴったりと包み込む。柔らかな粘膜がこすれる感触がなんとも心地よい。

「……なにか、いけまひぇんの……？」

　ニルンは不機嫌そうに眉を釣り上げる。

　その頬は羞恥のあまり真っ赤だった。

　もじもじ、ともどかしそうに太ももがくねる──腹の奥がひくひくと甘いうずきに震え上がる。

「案内してくれるかどうか、まだ答えを聞いていないが」

「ぁん、そんなこと、あとで……いいでふ、わ……？　ね、ぇ……[image: ]」

「いま、すぐに答えろ」

「……せっかち、ね……？　ぁ、ん、ふぁ、ああぁ……っ！」

　しつこく吸いついてくるニルンを無理やり引き剥がす──哀切をにじませる女の声。

　唇と肉棒のあいだに唾液の橋がかかり、竿はぬらぬらと濡れて光った。

「……わかった、わ。アルマエイラ様の元まで案内いたします……それでいい？」

「ああ」

　魔術に携わるものにとって言葉は大きな意味を持つ。

　約束を下手に反故ほごにすれば、魔力を損なうはめにもなりかねない。

「だから……ねぇ、……いい、わよね……？」

　ニルンは飢えた牝犬の眼差しを向ける。下腹部に刻んだ淫紋が鈍い光を放射する。

　薄く開いた唇はいまにもよだれを垂らしてしまいそうだった。

「好きにしろ」

「……っ、はぁぁっ……[image: ]」

　目元が前髪で隠れていてもわかる歓喜の色。

　夢中で肉竿にむしゃぶりつくニルンを見下ろしながら、ヨアルはくしゃくしゃと彼女の黒髪をかき混ぜる。

「そのままでいい。いくつか聞きたいことがある」

「……ふぁ、ひ……わたひに、わかること、でひたら……なんでもお答えしまふ、わ……[image: ]」

　唇がぴったり貼りつくほど吸いつきながら、視線だけを上に向けるニルン。

　口腔粘膜がにゅぽにゅぽと男根を摩擦する──緩やかな射精感が込み上げてくる。

「魔女王アルマエイラはどこにいる？」

「……〝魔女の国〟の中心……廃城にいらっしゃひます、わ」

「そこは俺ひとりでも行ける場所か？」

「魔女の国が黒き森は、ほかに一切の類なき魔境……よしんば道を知っているとして、見張りの魔女の目から逃れることは不可能ですわね」

　長い舌がねろねろと肉茎の表面を這い回る。カリ首を丹念に舐め回し、段差にこびりつく汚れを拭ぬぐい去る。

「隠蔽いんぺいはどうとでもなるが道はわからんな──やっぱりあんたに頼むしかなさそうだ」

「……それなのですが、ヨアル、ひゃま」

　じゅる、じゅるるるっ。先端の先走り汁を激しく吸い上げたあと、ニルンは手でゆっくりと竿をしごく。

「なんだ」

「……どのような用件かは存知上げませんけど……野暮用でしたら、魔女王様にはお近付きになられないほうが賢明ですわよ。アルマエイラ様のお傍そばにはいつも優秀な護衛がおられます。私など比べものにならないほどの魔術士で、武芸百般にも長けておられますのよ……？」

「具体的に誰かわかるか。そいつも魔女で間違いないな？」

「……魔王様から直々に賜たまわったという側近ですわ。〝側付侍女レディーズメイド〟のエアリィ様、そして〝女王附護衛官ロイヤルガード〟のシャルロット様──このふたりよ。ほかには聞かないわ。アルマエイラ様は、静謐せいひつを好む御方のようね……ここ20年間、配下が入れ替わったという話もありませんわ」

　なるほど、と頷きながらヨアルは考える。

　どれだけの実力かわからないだけに下手な手は打てない。アルマエイラも、おそらく彼女らを信頼しているはずだ。

　──となれば、下のほうから順番に切り崩していくのが得策か。

「……やめる気はありませんのね」

「ああ」

「……シャルロット様など、単体戦力なら魔王様すら上回るというほどですわ。王国に対する魔王軍の楯、といったところですわね」

「俺が用ありなのは魔女王だけだ。ほかは知ったこっちゃない」

　レーヴェラント王国に隣接する〝魔女の国〟。そこに最高戦力を配置するという考えは極めて合理的だった。

「そもそも、ヨアルさまはどうやって突き止めましたの？　アルマエイラ様が魔王様の手で蘇ったのはもう20年も前のこと──あなた、20か30か、そこらにしか見えませんけれど……」

「それは誓約に関わる」

「……本当に、勝手ですわ……下種ですし、クズですし……あぁ、もうっ……」

「俺の都合じゃあない。情報元との都合だ」

　罵倒とは裏腹、ニルンの手コキは愛情すら感じさせるほど熱烈だった。

　指先が根本から先端まで丹念に絡みつく。まるで乳を絞るようにそれぞれの指を動かし、じっくりと子種を精巣から追い立てる。

　彼女の眼差しがまるで食い入るように竿先を見つめる。前髪に隠されてもはっきりとわかる熱っぽい視線。

　正直言って、魔王の手により蘇ったと聞いた時は腸が煮えくり返るほど業腹ごうはらだった。

　まるで、心の中から大切な存在を奪い去られてしまったような。

　その運命にヨアルは糞ったれと唾を吐いた──そしてすべての清算をすると決めた。

　だからヨアルはいま、ここにいる。

「……こういうことを、魔女王様にまでさせるおつもりですのね……？」

「そんなわけないだろう」

「……へ、あ？」

「こんなことやらせるのは性処理道具にだけだ」

　瞬間、ニルンの顔がかぁぁっと熱く染まった。

　視線はヨアルを射殺さんばかりなのに、なぜか口元はうっすら緩む。

　にゅちっ、にゅちん、と手のひらから淫らな水音が立つ。張り出たカリ首を重点的に、少し強めにぬもぬもとしごく。

「……な、なら、存分に、お便所にしてくだされれば、よろしいですわ……[image: ]　魔女王様に、粗相などあってはいけませんもの……ほら、ねえ、お出しになって……っ？」

　ニルンは小刻みに竿の段差をしごき、ちゅぽんっと亀頭を咥え込んだ。

　唇の輪がカリ首を何度も何度も摩擦する。ぷりゅぷりゅとこすれる柔粘膜が性感を刺激し、先走り汁をぴゅるぴゅると噴き出させる。

　同時に根本をしゅこしゅことしごく。にゅぽ、にゅぽ、と段差を重点的にしごく。亀頭にねっとりと舌が這い回り、じゅるじゅると鈴口を吸い上げる。

「……っ、あー、出すぞ」

「っ、ぁ、はい、はひっ……[image: ]　あなたさまのチ×ポ用お便所穴にっ……[image: ]　どうか、おだし、くだひゃいまへっ……[image: ]」

　ちゅぽちゅぽ、にゅぽにゅぽ、と唇が唾液を塗りつけるような勢いで竿をしごく。

　にゅぷんと口腔粘膜がカリ首をこすり上げるのを感じて、瞬間、ぶわっと先端が膨れ上がった。

　そこに女の舌がにゅるにゅると絡みつく。じゅぞぞぞぞ、と頬をへこませて激しく吸い上げる。

「だして、だしてっ[image: ]」と全身全霊で雄の猛りに媚を売るはしたない口吸の顔。

　それを見下ろしながら、ヨアルは我慢せずに精をぶちまけた。

　びゅるん、ぶびゅっ、びゅぷっ──と噴き出す子種がびちゃびちゃとニルンの喉を打つ。

　肉幹はなおも止めどなく脈動する。魔女は思わず口を離し、今度はその顔で濃厚な精子を受け止めた。

　──ぶびゅる、ぶびゅっ、ぶぴゅぷっ、びゅぐんっ！

　肌の上で何度も白濁が弾け、顔面を精子まみれにされてしまうニルン。

「……ん、はっ……[image: ]　あ……ぁ、んっ……[image: ]」

　ようやく精の奔流が止まったあと、彼女は恍惚としてため息をつく。

　その吐息はすっかり精臭に染まり、顔もべったりと白く汚れていた。

「あ、はぁっ……[image: ]　なんて、くっさい精子れすのぉ……っ[image: ]　っ、ふ……っ[image: ]」

「……そんなに顔を精液便所にされるのが気に入ったか？」

「……っ!?　そ、んな、わけっ……」

　ぽぉ、と蕩け顔を晒さらしたニルンは慌てたように憤然とする。

　咄嗟とっさの弁解も、肉棒をねろねろと舐め回しながらでは台無しである。

「口の中に精子溜めて楽しんでるくせになに言ってんだ。口開けてみろ」

「……っ、ぅ……っ[image: ]」

　ニルンはにわかに顔を真っ赤にして、秘めやかに口腔内を覗かせた。

　鮮やかな朱色の口腔粘膜。その上を、真っ白いゼリーのような濃厚精子がうようよと泳ぎ回る。

　長い舌がくねるたび白濁は流れ、彼女の口内に色濃いザーメン臭を染みつかせた。

「隠し事は無意味だ。だいたいのことは淫紋を通じてわかる。昨夜おまえが何回気をやったかもな。……ああ、飲んでいいぞ」

「……ほん、っとうに……下種野郎です、わ……あぁぁっ……[image: ]」

　こく、こく、と喉を鳴らしてザーメンを飲み干すニルン。

　口内の隅々まで舐め回して一滴残さず味わうことも忘れない。

　顔にこびりついた精子までつまみ上げてはしゃぶりつく──えへら、とニルンの頬が情けなく緩んだ。

「ん。綺麗になったな。口開けて見せてみろ」

「……ふぁ、い……[image: ]」

　ニルンはさも嬉しそうに口を開く。

　つい先ほどまであった白濁汁は、一滴残らず消えていた。

　──顔のほうは相変わらず精子まみれだったが。






３・５　犠牲者の足跡





「……先に言っておきますけど、ヨアルさま。私を支配下に置く程度の実力でしたら、あなた、絶対に生きて帰れませんわよ？」

「ずいぶん脅してくれるな」

　閨の上、射精後の気だるい余韻にひたるヨアル。彼は手慰みにニルンの黒髪をくしゃくしゃと混ぜっ返す。

　ニルンは彼の傍らに寄り添い、顔中をべっとりと汚した精液を指先ですくう。吸いつき、ちゅうちゅうと音を立ててすする。さも美味おいしそうに頬を赤く染めながら。

「あなたさまに死なれたら私だって困りますもの。……もし淫紋これが解けなくなったらどうしてくれますの？」

「問題ない。俺はそう簡単には死なん」

「……確かに死にそうにない顔をしておられますけど。どこからそんな自信が湧いてくるのやら」

「むしろ、どうしてそんなに不安なのか不思議だな」

〝魔女の国〟全土を覆う黒き森は、並大抵の魔術士にとって踏み入るのも困難な危険地帯。

　ヨアルはそこを踏破してきたのだ。それだけですでに最低限の実力は保証されている。

　しかし、ニルンはぬめる指先をちゅう、と吸い上げながら言う。

「先ほど申し上げたでしょう。魔女王様には常に側近がついておりますのよ？　あなたさまがどれほどの魔術士でも、あのおふた方に打ち勝つなど不可能ですわ」

「側近、か」

　もちろんそのことは覚えている。

〝側付侍女レディーズメイド〟エアリィ。

〝女王護衛官ロイヤルガード〟シャルロット。

　詳しいことは定かでないが、相当な実力者とは聞いた。

　アルマエイラも彼女らには信頼を寄せているだろう。ゆえに、安易に排除することもできない。

「わかった。そのふたりの情報を聞かせろ」

「えっ。……じょ、情報と言いましても」

「知らんのか」

「知るわけありませんわよ。私は一介の魔女に過ぎませんのよ？　国を実際にお守りしている方の力なんて、機密中の機密ですわ」

　それもそうかと思う。つまり、曖昧あいまいな噂だけがひとり歩きしている状態というわけだ。

　熱っぽい表情でぷるぷるの白濁ゼリーを咀嚼そしゃくし、味わうニルン。ヨアルは彼女を一瞥する。

「なら、伝聞でも噂でもなんでもいい。とにかくふたりについて聞かせろ」

「……ヨアルさま」

「なんだ」

「あのおふた方まで毒牙にかけるつもりですの……!?」

「なんでそうなった」

　必要とあらばそうするだろうが。

　しかしニルンは不意にぱっと笑みをほころばせる。

「……ともあれ、私が聞いた限りのことならお話できますわ。実際に彼女らがふたりで──そう、ふたりだけで軍を打ち払ったこともありますのよ」

「……楽しそうだな」

「この話を聞けば、少しは思いとどまる気にもなりますわ？　無謀なことをなさらずとも、あなたさまほどの力があれば、外の世界でいかようにも────っ、ぁ、んっ、ふうぅっ……[image: ]」

　ヨアルは無駄口を叩くニルンを一瞥、またも淫紋を活性化させた。

　黒いローブ越しにうっすらと輝いて見える薄ピンク色の御印。

　浅ましい衝動に女体を苛さいなまれ、彼女は悩ましげに眉をしかめる。

「あん、も、もぉっ、またぁっ……[image: ]」

「何度言おうが魔女の甘言には乗らん。さっさと話せ」

　少しでも油断すればそこにつけ込まれないとも限らない。

　精液便所と自認するニルンの前でさえ、ヨアルに気の緩みは一切なかった。

「わかったっ、わかりましたからぁっ、わかったわよぉっ……[image: ]」

　はぁはぁと熱っぽく息を荒らげるニルン。白いかんばせはのぼせたように赤い。

　彼女は淫らにうずく下腹部を押さえ、顔中の精液をすくい取りながら話し始める。

「そう、あれは……今代の魔女王様がいらっしゃって、ちょうど３年目のことですわ────」





＊＊＊






　王国歴１５１２年、春。

　魔族の領土に攻め入るべく、レーヴェラント王国は内密に派兵を決定した。

　レーヴェラント王国は魔族領との緩衝地帯──〝魔女の国〟と隣接しており、歴史的にもたびたび戦争の矢面に立たされてきた国家である。

　しかしながら、この度の派兵は少々事情が異なった。

　第一に、他国からの協力を得ない独自の出兵であること。

　王国の国内事情はかんばしくない。通りには失業者が溢れ、市民は血税を絞り取られてやせ衰え、富裕層との格差は広がる一方。

　そんな中、言うなれば国民世論にあと押しされて、王国首脳部は派兵を決断したのである。

　もっとも、王国首脳部こそが世論を誘導した張本人だったのだが。

「諸君、我々に託された役目とは本隊の露払いにほかならない」

　その時、〝魔女の国〟への先遣隊を務めたのはレーヴェラント王国魔術軍第４中隊。

　中隊は１小隊12人の魔術士４組からなり、これは王国が誇る優秀な魔術士だけで構成されている。

「これより我々は魔境に潜む万難を排し、勝利への道を踏み敷くのだ！」

「はっ！」

　第二の事情。彼らは魔女の道案内を得ていない。

　否、道案内がないからこそ先遣隊が送り込まれたのだ。

〝魔女の国〟は東方のレーヴェラント王国と西方の魔族領に横たわり、両者の領地を隔てている。

　そして、〝魔女の国〟全土を埋めつくすように広がる黒き森。これを無事に踏破するには、魔女の道案内が必要不可欠であった。

　この事情は魔族にとっても同様である。

　人間と魔族が争うには、原則的に〝魔女の国〟という第三者を介さねばならなかった。

　無秩序に黒き森を踏み荒らすならば魔女の協力は得られない。このために、人間と魔族の争いは小規模なものに抑え込まれていた。

「中隊長殿、少々気がかりなことが」

「どうした、アグロ少尉」

「前回までの探索で製作された地図と実態が異なっている点が複数……」

「逐次修正しながら進む。魔獣の類ということもあるだろう。警戒を厳げんにせよ」

「はっ」

　だが、レーヴェラント王国はある時を境に黒き森の探索を推進し始めた。

　魔族領への電撃的侵攻を目的としていることは言うまでもない。

　その明確なきっかけはというと、魔女シェラハ──〝伝説の魔女王シェラハ〟が姿を消したことだろう。

「一帯の瘴気はどうか」

「継続的な浄化が功を奏しています。並の人間でも短期間ならば害が及ぶことはないでしょう」

　当時、〝魔女の国〟は現在ほどの魔境ではなかった。

　アルマエイラが手を入れなかったからである。王国は軍備を増強することに注力し、ほとんど動きを見せていなかった。

「中隊長。後方で魔獣を仕留めたと」

「数、種別を報告せよ」

「魔狼が２匹、魔羆ウルサスが１匹。負傷はありませんが、消耗が激しいですね」

「結構。……兵を引き連れての行軍では危険が大きすぎるな。護衛が必要だ」

　調査は順調に進む。

　彼らは人数こそ少ないが、黒き森は決して広くない。

　過酷な環境ではあるが、少数精鋭をもってすれば継続的な探索も、野営すら不可能ではなかった。

　────そのはずだったのだ。

　昼でも暗い黒き森。しかし夜は魔獣が活発化し、危険が飛躍的に増大する。

　中隊は木々のあいだを縫うがごとく各小隊ごとに陣営を張り、交代で見張りを行なう。

「アグロ小隊長、ローデスの奴の姿が見当たらないようで……」

　異変は、第２小隊に見張りの番が回ってきたときに起きた。

　20代半ばの若い隊員が報告する。同僚がひとりいなくなったのだ、と。

「ローデスならば先に小用を済ませると報告があったが……定位置にいないのだな？」

「はい。通信を試みましたが応答もなく……」

　壮年の小隊長は低くうなる。

　軍においてはなんでも迅速に済ませるのが常識だ。それが避けがたい生理現象であろうとも変わりはない。

「よろしければ私が様子見に参りましょうか」

「……そうだな、頼む、ダーヴィン。魔獣の反応はないようだが、気がかりだ」

　30代半ばの小隊補佐官、ダーヴィンの申し出。

　小隊長が頷くやいなや、彼は黒き森の茂みを分け入った。

　片手には魔力光を灯すランプ。大気中に偏在する魔力を吸入することで光を発する仕組みである。

　黒き森の暗闇を照らすのに充分とはいえないが、高濃度の瘴気の中では明かりも一段と強かった。

『ローデス、この通信が聞こえたら応答せよ』

　ダーヴィンは第２小隊専用の回線で通信魔術を行使する。

　やはり応答はない。なにかよからぬことが起こったのは明らかだろう。

　しかし、小用だけでそう遠くに行ったはずはない。

　ダーヴィンは野営地からぐるりと渦を描くように探索し、ほどなくして目当ての姿を発見した。

『小隊長、ローデスを発見しました』

『……どうなっている？』

　小隊長の声は重い。無事ではないだろうと察しているからだ。

　ダーヴィンは変わり果てたローデスを見上げ、言った。

『死んでいます。首を吊って』

　小隊長が通信回線越しに息を呑む。

　ダーヴィンの眼前。ローデスの首は縄でくくられ、黒檀色の大木に吊るされていた。

　まだ若い隊員の死顔に表情はない。吊られた屍しかばねが規則的にゆらゆらと揺れている。

　軍服の股座はじっとりと小水で濡れていた。

　ダーヴィンは木の根元を慎重に探り、自らの予想が正しかったことを確信する。

『罠です。明らかに人為的に仕掛けられた痕跡があります』

『馬鹿な。……いや、まずは戻ってきてくれ。単独行動は極めて危険だ』

『はっ。了解しまし──』

　た、と応えかけた瞬間だった。

　何者かの手のひらがダーヴィンの背後からぬうっと伸びる。

『ぐっ!?』

　ちいさな手のひらに口を押さえられて低くうめく。

　白く、柔らかく、すべらかな手。

　同時に鋭い刃が首筋へ滑り込み、ダーヴィンは声もなく死んだ。





＊＊＊






『ダーヴィン！　応答しろダーヴィンッ!!』




　応答はない。彼は間違いなく死んだ。

　事ここに至ってアグロは理解する。この小隊は──否、いまや中隊全体が危険に晒されている。

　だが、その気づきはあまりに遅すぎた。

「ぎゃあああああっ!!」

　第３小隊の野営地から響き渡るあられもない悲鳴。

　訓練された軍人のものとは思えない声だった。

　悲鳴は一度きりではない。ほんの十数秒で、10人以上の人間が断末魔を上げて死んでいく。

『敵襲、敵襲だ!!　正体不明の敵から攻撃を受けている!!』

　アグロは中隊全体に通信を発する。

　状況を打開する手立てはまったくない──各々が最大限に警戒を払うほかには。

　第２小隊の面々はそれぞれが必死に恐怖を押さえ込み、警戒待機を続行する。

『どうなっている！　状況を報告せよ!!』

　中隊長からの入電。

『正体不明の敵の浸透を許しました、申し訳ありません!!　第３小隊はおそらく全滅！　敵勢はおそらく少数！』

　アグロはパニックを堪えながら報告する。

　中隊長はにわかに絶句する。が、彼は迅速な判断を下した。

『全隊に命ずる、撤退せよ！　各隊ごとに転進、一刻も早くこの森から』

　そして、その判断も無駄に終わる。

　ひゅん、と風を切るかすかな音。

　飛来するなにかが地面と激突した瞬間──夜の明るみを切り裂く光が撒き散らされた。

　耳をつんざく爆音、一帯に吹き荒れる爆風、木々をなぎ倒す鉄の花。

　それは第１小隊の野営地を根こそぎ薙ぎ払った。

　中隊長からの通信が途絶する。

　少数精鋭と銘打たれた魔術軍第４中隊が、瞬く間にがらがらと音を立てて崩壊していく。

「……て、撤退ッ!!　総員、撤退せよッ!!」

　アグロは動揺を堪えながら小隊に命令を下す。

　もはや指揮系統は完全に崩壊している。統制の取れた撤退など望むべくもない。

　隊員たちは恐慌状態に陥るすんでのところで踏みとどまり、撤退を開始した。

「いったい、なにが……なにが起こっているというのだ……!!」

　それはアグロのみならず、全員の思いであったろう。

　その間も絶え間なく断末魔は聞こえた。第４小隊の野営地のほうからだ。

　風がどこからか濃密な死臭を運んでくる。これは血の臭いか、鉄の臭いか。

「走れ、いまはただ訓練の通りに走れ、振り返るな!!」

　アグロの叱咤しった。そのおかげで第２小隊はどうにか士気を維持した。

　通信によって各員の応答を確認、それぞれの位置も把握しておく。

「……せめて、我々だけでも生き残らねば……!!」

　そして王国首脳部に報せるのだ。〝魔女の国〟を決して踏み荒らしてはならない、と。

　アグロは視認範囲の部下と並走、その様子を確かめる。彼は各員に気を配ることにより、自らの正気を保っていた。

　その部下の表情は混乱の極みにあったが、呼吸に乱れはない。日々の訓練の賜物たまものであろう。

　瞬間、後方からひゅんっと風を切る音が立ち、アグロの視線の先で部下の頭蓋は果実のように弾け飛んだ。

「……な……？」

　アグロは唖然としながら部下を追い抜いてしまう。

　頭部を失った死体はぐらりと前のめりに倒れ込んだ。

　一度、二度、三度。

　風切音が幾度となく聞こえ、そのたびにアグロの部下がひとりずつ死んでいく。

　まるで虫を潰すような呆気あっけなさ。

　通信回線が次々に断絶し、１分も経たないうちに第２小隊は全滅した。

　────アグロただひとりを残して。

「……う……」

　アグロはその場で足を止める。

　土の上に膝をつく。

　若い隊員をなすすべもなく皆殺しにされ、彼の心は、完璧に折れてしまった。

　だが、彼女らはそれすらも許さない。

「立ってください。あなたの役目はまだ終わっていないのですから」

　ひとりはアグロの前方から現われた。

　エプロンドレス姿の小柄な娘。

　明るい銀色の髪をふたつ結びにして、砂色の目に感情はうかがえない。

　彼女は血濡れの短剣を片手、暗闇から這い出るようにぬぅっと姿を現わした。

「な、何者──」

「あなたがしゃべる必要はありません。あなたはただ、私どもの伝えることを忠実に実行すればよいのです」

　魔境にはあまりに似つかわしくなく見える可憐な少女。

　彼女は短剣の腹でアグロの顎あごをそっと持ち上げる。

「……わ、私ども？」

「ああ、そうさ」

　彼の疑問に、うしろからの声が応じる。

　アグロが視線だけ後方に向けると、そこには軍服姿の長身の女がいた。

　髪は短く切られた蜂蜜色。鋭い碧眼がアグロを射抜くように見据える。

　彼女は漆黒の狙撃銃を軽々と構え、アグロの後頭部に銃口をごりっと押しつけた。

「もうわかってると思うけど。あんた以外は全員死んだよ」

「……う」

「でも、あんたは殺さない。死んでもらっちゃ困るんでね」

　前方には可憐な侍女の少女。

　後方には美しい軍服の女。

　だがアグロは確信する。

　このふたりこそ、中隊に災厄をもたらした無慈悲な殺戮者だ。

「あなただけは、森の外まで送って差し上げましょう」

「その足で報告に向かいな。ここで起こったこと、あんたに降りかかったこと、そのすべてをね」

「もし報告を怠ったり、自害などなさったら──あなたにも家族がおられるのでしょう？」

　前方からは短剣。

　後方からは銃口。

　アグロはもはや声もなく頷く。

　なんでもいい。一刻も早くこのふたりの悪魔の圧迫感から逃れたい。

　女は諧謔かいぎゃく的に口元を歪め、少女はにこりともしなかった。

「結構。それでは外まで参りましょうか。めったなことは考えられませぬように」

「なにやっても無駄だけどね。うっかり殺しちまっても面倒なんだよ」

　切っ先が、そして銃口が引かれる。

　それでもアグロの全身を苛む怖気は去らず──その感覚は、森を脱したあともついぞ消えなかった。
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「──と、そのおふた方こそがエアリィ様とシャルロット様、というわけですわね！　強い、怖い、格好いい、の三拍子揃っておられるのですわ」

「……状況が詳しすぎないか？」

　意気揚々と語り終えたニルンに、ヨアルは思わずぽつりと呟く。

　吟遊詩人が語る英雄譚も顔負けだ。活躍するのは英雄というより怪物だが。

「いろんな噂話の寄せ集めですもの」

「ほとんど作り話じゃねえか」

「そ……そんなことはありませんわよ？　当時の王国情勢については正確ですし、ひとりだけを生かして帰したのも本当ですわ。その男はありのままを報告したけれど王国には受け入れられず、１年も経たないうちに狂死したとか」

「わりとそれらしいからたちが悪い……」

　レーヴェラント王国の腐敗ぶりはヨアルも知るところ。

　それは現在も変わっていないらしい。

　ともあれ、参考程度には役に立つ情報だ。

　超遠距離を得意とする狙撃手と凄腕の暗殺者。考えただけでも厄介極まりない組み合わせである。

「よし、森の案内を頼む。準備できたら出発するぞ」

「え……ちょ、いまのを聞いてもまだ諦めないつもりですの!?」

　気だるい感覚はすでにない。ヨアルは閨からゆっくりと身を起こす。

「早く済ませろ。精子まみれの顔で歩き回るつもりなら別だがな」

「……あーっ、もうっ、わかったわよぉ……！」

　ニルンは半ばやけっぱちに立ち上がり、乾きかけた精子を拭き取り始める。

　ヨアルはその様子を一顧いっこだにせず、ただアルマエイラに思いを馳せた。






４　黒き森を往く





　魔術士ヨアルと魔女ニルン──ふたりは身繕いをしてから小屋を出た。

　そこは黒き森が延々と連なる〝魔女の国〟。

　時刻こそ昼に違いないが、黒檀に覆われた天蓋はほとんど夜と変わらなかった。

「……本当に案内すればいいのね？」

「くどいな。何度も言ったろう」

「私だって無事に済むとは限りませんのよ？　なのに────っ、んふっ、く、ぅっ……[image: ]」

　ニルンは突如、内股になってへたり込む。

　黒いローブ越しにうっすら輝いて見えるなだらかな下腹部。

　腹の奥がうずいて仕方がないのだろう。尿意を堪えるようにぎゅっと股間を手で押さえ、健気に肉欲を留めようとする。

「口答えはいいかげん聞き飽きたな」

「い、いちいち、活性化させないでくださる……っ？　あ、あなただって、困る、でしょうに……っ[image: ]」

　太ももを切なげにこすり合わせながら、ニルンは腰に吊り下げた小瓶をつかんだ。

　蓋を開けて流し込む。どろりとした白濁ザーメンが喉に流れ込む。

　ヨアルが顔射した精子を彼女が採取したものだ。発情の抑制手段を持とうという涙ぐましい努力だった。

「俺は多少時間がかかってもいい。だが、おまえにしたら早く済んだほうがいいだろ」

「……わかったわ」

　不承不承、ニルンは片手にランプを提げ、ヨアルを先導し始めた。




　魔境と名高き黒き森。

　遠くからは鳥獣の鳴き声や亡者の嘆きが聞こえ、静謐というには程遠い。

　草根をかき分けた痕跡こそあるが、道と呼ぶのもはばかられる。

　昼夜を分かたぬ常闇の空、複雑怪奇に入り組んだ獣道、ひとりでに動き回る木々の群れ。

　全域を満たす濃密な瘴気と魔獣の脅威も相まって、尋常な人間が踏破するのは不可能だ。

「それにしても、ですけれど──ヨアル、さま」

「ヨアルでいい」

「……意外ですわね？」

「べつに敬われたいわけじゃない。おまえが自分の立場を忘れないならそれでいい」

　淡々とニルンのうしろをついて歩くヨアル。

　彼女はちいさく鼻を鳴らし、背の高い茂みをかき分ける。

「ヨアル、あなた……私のところまで、よくたどり着けましたわね？」

「魔力を感知するのは得意なほうだ。戦うのはからっきしだが」

　ヨアルは自らの腰側面を軽く叩く。

　そこには一丁の回転式拳銃が吊られていた。

「……協会の魔術士に銃は御法度でしょう？」

「まあ、大抵は銃に頼らなくていいからな」

「そういう問題じゃないでしょうに」

「必要だから持ってるだけだ。第一、俺は協会の魔術士じゃない」

　あっけらかんとしたヨアルに、ニルンは思わず目を見開く。

　魔術協会に属さない魔術士などめったにいない。魔術の研鑽を重ねるための機関はほかに存在しないからだ。

　例外といえば、国を追われ〝魔女の国〟のような無法地帯に居着いた外法者か──魔術士とは名ばかりのごろつきか。

　実力を備えた反逆者には討伐依頼がかけられる。協会所属の魔術士を敵に回して生き長らえるのは極めて困難だ。

「自力ではおまえの小屋の周辺が限界だった。その先は魔力の流れが無数に混ざり合っていてわけがわからん」

「……つまり、私に目をつけたのは────」

「たまたまだな。ちょうどいいものを持っていたからひと芝居打たせてもらった」

「むきい」

　癇癪かんしゃくを起こして顔を赤くしながら地団駄を踏むニルン。

　それでも前には進むので言うことはない。

「で、実際どれくらいで着くんだ？」

「中央まで丸１日もかかりませんわ。直線距離でいえば２日で抜けられるような森ですもの」

「……実際にはそう上手うまくはいかんだろうが」

　過去を振り返れば、黒き森の踏破を試みた軍団は数多ある。先刻ニルンが語ったのはその一例だ。

　肝心の成功例はといえば皆無である──魔女の道案内を得た例を除いては。

「私が案内するからには迷うことはありえませんわ？　ですから、ご案内いたしましたら、その……」

「はっきり言え」

　肩越しに背を振り返り、ニルンはもじもじと腰をくねらせた。

　前髪で半ば隠れた顔を紅く染め、しなをつくって男に媚を売る。

「呪紋の解体はあとでも結構です。なので、その……〝ご褒美〟を、いただけませんかしら……」

「……ん？」

　ヨアルは彼女を一瞥し、ふと上空を見上げた。

　違和感が確信に変わる──男の無表情が一瞬にして崩れ去る。

「隠れるぞ!!」

「……え、あっ!?」

　突然の大声に困惑するニルン。

　ヨアルは構わず彼女を抱え、即座にその場から離脱した。

　直後、はるか彼方から空を切る音が到来した。

　超音速で飛来する銀と鋼の混合物。

　莫大な魔力を内蔵する弾体が、なにもない地面へと着弾した。

　瞬間────炸裂する。

　ドッ!!　と弾ける爆風と極大の熱量。

　熱波の暴威が同心円上に黒き森の木々を吹き散らす。

　地面にすり鉢状の穴が穿たれ、巻き込まれた地形は跡形もなく消滅した。

「──とんでもないな」

　ヨアルはうしろを振り返り、攻撃の規模を確認する。

　話に聞くのと、実際に見るのとではやはり違う。

　背中に風を感じるほどの距離だったが、直撃はなんとか避けられた。

「……これ、は────シャルロット様、ね。超遠距離からこの規模で爆撃投射術式を撃ち込める魔術士なんて、ほかには絶対いないもの」

「威力はどうでもいいが」

「まったくもってよくないわよ!?　あなたのせいで巻き込まれてるんだから！」

「まだ被害には遭ってないだろ──距離、というか、捕捉されたのが問題だな。おまけにもっとまずいことがある」

「……これ以上、いったいなにがあるって言いますの？」

　ヨアルはニルンを抱きかかえたまま移動を続ける。

　止まったらまた攻撃を受ける危険がある。

「ただのよそ者ひとりにこんなもんを撃ち込む奴があるか？　しかもその決断が早すぎるな」

「……私をこんなにしておいて、よく〝ただのよそ者〟だなんて言えますわね……」

　とは言うが、ヨアルの狼藉ろうぜきは相手方の知るところではないだろう。

　これはひょっとすれば、ニルンの話はあながち誇張でもなさそうだ。

　舌打ちし、魔力感知の網を最大範囲で展開する。

「先を指示してくれ。でなきゃあんたも巻き添えで死ぬ」

「さすがに諦めなさいよ!?」

　諦めるつもりなど欠片かけらもなかった。
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　銃口から立ち上るかすかな硝煙しょうえん。

　空薬莢からやっきょうが排出され、からんころん、と冷たい石床を転がった。

「やりましたか」

「……いいや」

　かつては栄華を極めたであろう廃城跡──城跡のあちこちは崩れたまま。

　一方、居住スペースには清掃の手がきちんと行き渡り、外の風が奥まで届くことはない。




　黒き森を見下ろせる最上階のバルコニー。

　そこにふたりの女がいた。













「私の索敵が不正確でしたか」

　ひとりはエプロンドレス姿の小柄な少女────〝側付侍女レディーズメイド〟エアリィ・ヘイレム。

　明るい銀色の髪は左右のふたつ結び。砂色のぼんやりした目に感情の動きはうかがえない。

　一見していたいけな印象だが、外見どおりの年齢ではありえない──彼女は20年前から魔女王に仕えている。

「それはない。攻撃をあらかじめ察知して避けたんだろうね」

　もうひとりは二十歳はたち前後に見える長身の女────金ボタンに黒の軍服、煉瓦色の肩かけケープを羽織った姿。

〝女王附護衛官ロイヤルガード〟シャルロット・ユークリーズ。

　彼女の蜂蜜色の髪は短く切られ、はるか彼方を見据える碧眼はあまりに鋭い。

　諧謔かいぎゃくをたたえる口元だけが、かすかな笑みを表現した。

「シャルの弾速を？」

「ありえない話ではないさ」

「少なくとも、この20年ではありませんでした」

「なら、奴はその中でもいちばんの使い手なのだろうね」

　首を振り、シャルロットは淡々と装弾する。

　その手にはずっしりとした重量感を伝える漆黒の狙撃銃。

　千里眼の術式を通じて照準器を見据え、銃口が標的ふたりを追う。

「あちらの魔女はよろしいのです？」

「経緯は定かじゃないが、手駒とされているのは確か。やむを得ないね」

「では」

　頷き、エアリィは魔力探査の網を展開する。

〝魔女の国〟全土を覆いつくす規模の索敵術式。

　その構造は単純明快──黒き森そのものを依代とするのだ。

　国土を覆いつくす黒檀の木の一本一本、それぞれがエアリィの耳目にも等しい。

「反応、確認しました」

「いいね──仕留めてやろうじゃないか」

　探知した位置情報はすぐさまシャルロットと共有される。

　それを頼りに彼女は照準を固定した。

　引き金を軽くことりと落とす。

　────超遠距離からの狙撃弾を媒介とする核熱術式の投射。

　半球形の爆炎が爆ぜ、漆黒の天蓋をえぐり取る。

　暴風がにわかに枝葉を吹き散らす。

「──目標、大きく移動」

「……まさか、転移術式かい？」

　シャルロットは照準器から視線を切り、信頼する観測手を一瞥する。

「その可能性は絶無です。目標はそれほどの魔力を有しておりません──第一、それならわざわざ森を越えようとはしないでしょう」

「じゃあ、まさか純粋な逃げ足ってのかい……？」

「確定は困難です。特定不能の手段による高速機動を可能とする、と推定するべきかと」

「……埒らちが明かないね」

　シャルロットは同じ手順を踏んでの攻撃を二度繰り返す──有効打はなし。

　そこで彼女は銃を肩に担ぎ、確信的に頷いた。

「……だめだね。私が直接出る」

「まことですか」

　驚愕に見開かれるエアリィの瞳──徐々に秘めやかに閉ざされる。

「このままでは森を焼くだけさ。そうしたほうがあの魔女も確保できるだろう」

「私も同行いたしますか」

「……いや。ここで観測につとめてくんな。なにかあれば通信でいい。アルマになにかがあったら困るだろう？」

　魔女王アルマエイラ。

　彼女の護衛という立場でありながら、シャルロットの呼び方は親しげだった。

「かしこまりました。……探査から逃れようとする試みを探知。高度な隠蔽術式でしょう。索敵を継続しますので、移動途中、結果を連絡いたしましょう」

「わかった。頼んだよ」

「はい。……御武運をお祈りいたします。」

　完璧な礼で見送るエアリィ。

　シャルロットは軽々と柵を乗り越え、バルコニーから地上に飛び降りた。

　そのまま黒き森へ進路を向け、〝魔女の国〟を横切る。




　土地の規模は国というより村落に近い。

　魔女が住まう丸太小屋が点々とあり、農耕などの産業は最小限。

　薬草栽培こそ盛んだが、ほとんどは道楽の産物だ。

　施設はといえば崩れかけの城跡と、申し訳程度の物見櫓ものみやぐら────。

　そして、たったひとりを除いては誰も祈らない廃教会。

「……ぁ」

「おや」

　その時、シャルロットは彼女にばったりと出くわした。

　まさに廃教会から出てきた、たったひとりのその人──〝魔女王〟アルマエイラ・セレナリエ。

「またお祈りかい？　アルマ」

「……えぇ」

　ふわり、と柔らかに微笑み、アルマエイラはそっと頷く。

　鈴を転がすような声。

　身にまとうはかつて清らな聖女の衣だったという闇色の法衣。それはまるで漆黒のワンピースにも似通う。

　１５０ｓｕもない身の丈は20年前と一切変わらず、白金プラチナブロンドの長やかな髪も闇に堕ちてなお健在。

　蒼い瞳だけは以前より憂いを深め、昏くらく沈むかのようだった。

「毎日毎日よくやるね。まったく、いつもなにに祈っているんだか」

「……少なくとも、七天の主様には、届かないでしょうね。わたしはもう、見離されてしまいましたから」

　アルマエイラは決まって正午に祈りを捧ぐ。

　なにに対してかはわからない。なにをかもわからない。それを誰もが知り得ない。

　横穴から暴風が吹き込んでも、強烈な雨漏りに晒されても、あるいは熱病にうなされても──彼女は祈りを欠かさない。

「あんまり辛気臭い顔してたらさ、育つものも育たないよ。魔王様の約束、忘れたわけじゃないだろう？」

「……え……？」

「忘れてんのかい!?」

　アルマエイラはきょとん、とした顔で首を傾げる。

　現在こそアルマエイラに心胆を傾けるシャルロットだが、魔王にも崇敬の念はある。

　そもそも、アルマエイラにとって魔王は命の恩人のはずなのだ──まさか忘却の彼方とは夢にも思わない。

「一丁前の女となったあかつきには、魔王様の花嫁として召し上げられる。そうだったろう？」

「…………あ」

　ぽん、と余り袖に包まれた手を打つアルマエイラ。

　この20年、約束は履行されないままだった──彼女の矮躯わいくでは魔王の巨躯を受け入れられないからだ。

　要するに、永い婚約中である。

「しっかりしなよ。まさか、死んだ男を忘れられないってんじゃないだろう？」

「…………ごめんなさい」

　しゅん、と困ったように笑ってアルマエイラは頭を下げる。

　シャルロットはそれ以上口出しするのをやめた。こういう時のアルマエイラは気弱に見えて、ほかに例を見ないほど強情だ。

「……そういえば、シャロは……どちらかに行かれるので？」

「ああ、そうだ。ちょいと厄介な侵入者がいてね、これがなかなかやる。場所が割れたらいますぐ向かうところなんだけど──」

　と、その時だった。

『魔力反応、確認できました。位置情報を送信します』

　了解、と応じてシャルロットはアルマエイラに向き直る。

「じゃあ、話はまたあとで。頼むよ」

「……はい。いつも、お世話になります。怪我など、しないように……気をつけて、行ってきてくださいね」

「はは。誰に言ってんだい」

　ともすれば不遜ふそんですらあるひと言。

　それもアルマエイラの微笑みを伴えば、穏やかな日差しの暖かさにも等しい。




　彼女の笑みと言葉に背を押され、シャルロットは移動を開始。

　黒き森に踏み入り、迅速に距離を詰めにかかかる。

　奇妙なことに、相手の位置情報は一向に動かなかった。

　────逃げられないと見て諦めたか？

　シャルロットはある程度接近したあと、人間離れした身体能力で樹上に飛び上がり、狙撃銃を構えた。

　腰に提げた剣も使えるが、気づかれる前に狙撃できるならそれに越したことはない。

　点滅する位置情報と照らし合わせ、シャルロットは目標を照準する。

　そして絶句した。

「……っ、な……!?」

　いない。

　くたびれた男と魔女のふたり組。

　そのどちらも影も形も見当たらない。

　シャルロットは熱源の走査を試みるが、やはり反応は返らない。

『エアリィ、どうしたってんだい？　あんたが索敵を誤るなんて……』

　咄嗟に通信を試みる。




　１秒経過。

　２秒経過。

　３秒経過。

　……10秒経過。

　応答はない。

『え、エアリィッ!?』

　応答はない。

　その瞬間、シャルロットは真まことに戦慄せんりつした。






５　将を射んと欲すれば





「……かかった」

「私らが？　網に？」

「奴らがだよ──とりあえずこれで攻撃を受ける心配はない」

　ヨアルは来た道を急いで戻り、そこでニルンをそっと下ろした。

　逃げ回るだけなら難しくもないが、まともにぶつかったらひとたまりもないからだ。

「というか、よく避けられましたわね……？」

「感覚強化と肉体強化の併用だな。主観時間を加速した上で時間単位の運動量を増やした。出力勝負よりはこのほうが俺好みだ」

「……ヨアル、あなた」

「ああ」

「ただの淫エロ魔術士じゃなかったのね……って、ひっ、あぁぁんんっ[image: ]　ちょ、これ、だめっ……とめ、てぇぇぇ……っっ[image: ]　つよ、つよすぎよぉっ……[image: ]」

「そこで反省してろ」

　淫紋を励起させる──尻を突き上げた格好でうずくまって身悶えするニルン。

　ヨアルは彼女を無視して相手の無力化に努める。

　──ふたりがエアリィ・ヘイレムの索敵から逃れられた理由は至極単純。

　まず魔力反応を遮断して隠れたあと、囮おとりの魔力源をでっち上げたのだ。

　その正体は欠かさず持ち歩いている欺瞞ぎまん専用の人形──すなわちデコイ。

　使い捨ての仕掛けだが勝算は充分にあった。ひとえにここが〝魔女の国〟だからだ。

　魔力の流れが乱れに乱れたこの土地で、デコイと本人を区別することなど不可能に近い。

　それが本物の魔力源として観測された瞬間、敵は罠にかかった。

　相手の広大な索敵範囲を利用しての逆探知。

　瞬間、相手の魔力回路に裏口バックドアを仕掛け、そこに干渉する権限を得る。

　魔力回路とは、体内にある魔力管と魔力炉心を引っくるめて言い表わす総称。

　これへの干渉とは、すなわち、魔力の流れそのものを操れるということ。

　ニルンに仕込んだ淫紋もその応用にすぎない──彼女自身の魔力を、発情効果の呪紋に流入させるのだ。

　より強い魔力の持ち主ほど、呪紋は強力に作用する。ヨアル自身が多量の魔力を持つ必要はなかった。

「ちょ、ちょっとぉ、早く、これ、収めなさい、よぉ……ひぃ、んくぅっ……[image: ]」

「まだやることがある」

　素っ気なく首を振りつつ、ヨアルは仕掛けが上手くいったか確認する。

　通信回線を開いてみれば、案の定。

『────通信回復しました。申し訳ありません、シャル』

『構わないさ。それよりエアリィ、こいつはどういうことだい？』

『魔力反応の欺瞞だったようです。それにより通信が一時凍結を引き起こしました。追撃の継続に支障はありません。いかがなさいますか』

『……念のため、領土内に絞って索敵を頼むよ。そっちに術式を割り込ませてこないとも限らない。こっちは私が当たる。いいね？』

『かしこまりました────それでは』

　通信終了。

　傍受に勘づかれた気配はない。

　偽装でもないだろう。現にエアリィの索敵範囲は大きく狭められた。

「退ひくぞ」

　ヨアルは身悶えするニルンをひょいっと抱え上げる。

　魔力操作による身体強化があればこの程度はお手のものだ。

「っ、あ、ちょっとっ……！　け、結局退くんじゃないのっ!?」

「ひとりは片づいた。もうひとりは厄介だが、まあ、なんとかなる」

「……へ？」

　困惑げに、抱えられたまま首を傾げるニルン。

　ヨアルは構わず魔力を練り上げる。いまから行使する魔術には、持ち得る魔力のほとんどを注がなければならない。

　────その次の瞬間。

　すさまじく巨大な魔力反応をヨアルは感知する。

　迫りくる圧倒的な暴力の塊に、彼は咄嗟の回避を余儀なくされた。

「……くそっ！」

　やむなく集中を打ち切り、固有術式を発動する。

　極限の肉体強化と感覚強化の同時起動──主観時間加速術式アクセラレイター。

　瞬間的に森の中を突っきった直後、背後で爆風が吹き抜けた。

　大地をめくり、数多の木々を薙ぎ倒し、吹き荒れる熱波が枝葉を灼熱する。

「……見つけたぞ」

　爆熱のはるか向こう側。

　碧眼の光が、ぎらり、と鋭く瞬く。

「シャルロット様、ですわ──」

「……速すぎる、な」

　広大な索敵範囲からはすでに逃れた。

　だが、それはもうひとりの敵が索敵能力を有さないことを意味しない。

　近、中距離に限ってはより強力な可能性すらあった。

「そこのあんた。彼女を離す気はないかい。そしたら、命だけは助けてやらんでもないよ」

　煉瓦色の外套がいとうを風になびかせ、森の奥から現われる。

　シャルロット・ユークリーズ。

　彼女は発砲したばかりの狙撃銃を背負い、腰に帯びた銀の剣を抜き払った。

「……と、仰ってますわよ、ヨアル」

「聞くわけないだろ」

　ニルンは彼の腕の中で盛大にため息。

　彼女からしてみれば助かりたいのがやまやまだろう。

　淫呪はあとから解体すればいい──できるかどうかは別にして。

「ふん。……グルではない、らしいな？」

「ああ、そうだ。俺が無理やり案内させてるだけだ。それで、さっきのはどういう出迎えだ？」

「ふざけた男だね──こちらに話も通さず、ひとりの魔女を当たるだけでは飽き足らん男なぞ、何回切り捨てても事足りんさ」

「言っても駄目だろうからな。勝手に来た。それだけだ」

　そもそも、個人の申し出を〝魔女の国〟として応じる可能性は絶無だった。

「……あんた、見た目のわりになかなかできるようだからね。話くらいはここで聞いてやらんでもないよ」

「見た目のわりには余計だ」

　無駄口を叩いて時間を稼ぎ、ヨアルは集中する。この機を逃す手はなかった。

　シャルロットも油断なく剣を構える──半身を前に突き出すような攻撃的剣影。

「ヨアル・ヤオトル。魔術士ヨアル・ヤオトルが魔女王アルマエイラ・セレナリエを攫いにきた──それだけ伝えろ」

「……あんた」

　瞬間、シャルロットの瞳が大きく見開かれた。

　華奢な影がぶれる。

　目も霞かすむほどの爆発的な加速。

「その名を、どこで知ったッ!?」

「物心ついた頃から」

「黙りなッ────死者の名を騙るんじゃないよ、下種がッ!!」

　間合いが瞬く間に埋まる。

　神速と呼ぶに相応しい。

　腕の中でニルンが震え上がる。

　ヨアルはひたすら集中する。魔力は足りるかどうかというところ。

　不足分を補うため、ヨアルはニルンの下腹部にそっと手のひらを添えた。

「借りるぞ」

「ちょ、あ、えっ!?」

　淫呪を介してニルンの魔力を汲み上げる。

　これで準備完了。

　銀の弧が尾を引きヨアルを断ち切るより早く、紡ぎ上げた術式が発動する。

「これ、で……ッ！」

「悪いな」

　シャルロットの剣先が、ひゅん、とヨアルの影を斬り払う。

　手応えはない。まるで霞かすみを斬ったようにぶれるだけ。

　────帰還術式、発動。

「……逃げるのかい？」

「また来るさ」

　そう言い残し、ふたりはその場から完全にかき消える。

　残されたシャルロットはひとり、憮然ぶぜんとして剣を下ろしながら、呟いた。

「──アルマの想い人の、名前。いったいどうやって知ったってんだい……？」





＊＊＊






　帰還地点ホームポイントに設定した場所──魔女ニルンの小屋。

　そこにあらん限りの隠蔽と欺瞞、周辺探査術式を設置したあと、ヨアルはようやくソファの上でひと息ついた。

　暖炉でぱちぱちと燃え盛る火。暖かく、落ち着いた部屋。

「……それで、いったいなにが片づきましたの？」

　暖炉の火にかけたシチューをかき混ぜながら、ニルンは彼を振り返った。

「名前はわからん。小さい銀髪の魔女だな。お仕着せ服だった」

「その御方こそ側付侍女レディーズメイドのエアリィ様ですわね──て、ちょ、ちょっと待ちなさいよ」

　あわてて取り落とした柄杓ひしゃくがころん、と床を転がった。

「ま、まだ会ってもないわよね!?　シャルロット様ならまだしも」

「あんな馬鹿げた魔力の持ち主を相手に勝てるわけないだろ。なに考えてんだ」

「正論ですけどやたら腹が立ちますわね……」

　ニルンはすっかり煮えたシチューを椀に盛る。

　ヨアルはそれを受け取りにいく。

「エアリィ、っていったか。どうもこっちから行くのはどうにも難しそうだからな──向こうから来させる」

「……ど、どうやって？　馬鹿げてますわ。なにか、おびき寄せる策でもありますの？」

「いいや。本当に、自分の意思で、向こうから来てもらうだけだ」

「……なおさら馬鹿げてますわね」

　ログテーブルを挟んで向かい合わせに座る。

　食前の祈りを捧げたあと、木の匙さじでシチューを口元に運ぶ。

　その時、ヨアルの手がふと、口に入れる直前で止まった。

「……おい」

「な、なんですわよ」

「声が裏返ってるぞ──これなに入れた」

　問いただした瞬間、露骨にニルンの目が泳ぐ。

「か、身体の害になるものはなにも……ええ、なにも入れておりませんわ？」

「びっくりするくらい嘘が下手だなおまえ……いろいろと大丈夫か。それでよく魔女をやれてたな。騙されたりしないか？」

「まったくもって余計なお世話よ……」

　ニルンは口をつぐんだあと、自ら率先してシチューを口にした。

　あくまで安全であると主張するためだろう。

　中身の当たりはついているが、ヨアルもしぶしぶ食する。

　味はよかった。熱々で滋養があって美味うまい。

「ほら、なにもへんじゃないでしょう？」

「やたら下半身に込み上げるものがあるんだが」

「……き、気のせいじゃないかしら、ね……？」

　視線を逸らしながら食事を進めるニルン。

　同じ鍋からすくったからには、彼女にも同様の効果が働くだろう。

「それで、ああ、どうやるかだったな。要するには精神干渉だ」

「……はい？」

「索敵から逆探知して魔力回路を掌握した。どこにいるかも把握済みだ。あとはひとりになるタイミングをうかがい、こちらに移動させる」

「仮に、もし、そこまでできるとしたら……内側からなんでもさせればいいんじゃありませんの？」

「そんなことをしたらこっちから干渉してるのが一発でバレる。一種の催眠みたいなもんでな。使えるのはほかの誰にも気づかれない時だけだ」

「まずは孤立させるために使う──と、いうことですわね」

　そうだ、と頷き、ヨアルはシチューをかき込む。

　野卑なほど上下する喉仏をニルンがじっと見つめる。

「あとはおまえの時と同じ──いや、さらに徹底的にやる。俺の監視下から離れても命令どおりに動いてくれるくらいにな。シャルロットもエアリィのことは信頼していると見る。そこから切り崩していけばいい」

「……魔女も真っ青の悪辣あくらつさですわね」

「赤い顔して言うこっちゃねえな」

　彼女のためならばほかのすべては利用可能な道具でしかない。

　屈折しきった己を自覚し、ふと、シャルロットの言葉を思い返す。

『死者の名を騙るんじゃない』──なるほど、道理だった。

　確かに現在のヨアルは、20年前の彼とは別物だ。

　まったく別のものに、20年という歳月をかけて、変わり果てた。

　いまのヨアルはいわば、20年前に死んだヨアルという名の魔術士の残骸ざんがい。

　残っているのは彼女への慕情と執着だけ。

「そういうわけだから、今日の……たぶん、夜か。それから何日か場所を借りるぞ。結構うるさくなると思う」

「一応、客間があるからそっちを使いなさないな。遮音は私のほうでやれますわ────って、え？」

　ニルンは空室を指差したあと、困惑げに首を傾かしげた。

　目元を隠した前髪がふわりとたなびく。

「なんだ」

「私の時と同じ……って、ええと、つまり……そういうこと、よね……？」

　ニルンの頬色がかすかに上気する。肌は赤らみ、息が弾む。

　ローブの下の肉感的な太ももが、もじもじとこすり合わされる。

「ああ。しばらくそっちにかかり切りになるかな」

「……せ、せ、殺生ですわっ!?　せっかくご褒美をいただけると思ってお薬を奮発しましたのにっ……！」

「うるせえひとりでマンズリこいてろ」

「いっ……、１回分くらいお恵みくださってもいいんじゃなくって……!?　その、日を要するなら、身の回りのお世話くらいはいたしますし……」

　身をくねらせるようにしなをつくって媚を売るニルン。

　ヨアルは彼女を一瞥したあと、器を持って立ち上がった。

「とりあえず、食事が済んでからにしてくれ」

「ぜ、絶対ですわよ、聞きましたから。こんな、持て余したまま放置なんて、もどかしくて本当に死んでしまいますわ……？」

　器を空にするまでも、ニルンはしきりにもどかしそうに身をよじる。

　口では嫌がりながらも好き好んで媚薬を口にするのだから好きもの極まりない。

「一応、おまえにとってはあの女は同胞だろう。それに手をつけるってのに、構いやせんのかね」

「エアリィ様ですの？　……確かにそうですわね。いつもアルマエイラ様のお傍についてるみたいだけど、とても小柄でかわいらしくて、いつもツンと澄ましていらして──あのかわいらしいお顔が蕩け崩れる様なんて、想像もできないけれど……それを見られると思えば、それはもう……」

　うっとりと語るニルンの頬に熱が差す。

「……助ける気とかは」

「え、あ──も、もちろんお助けしますわよ！　もし、もしも、ヨアルが精を恵んでくださったら、特別におとなしくして差し上げても構いませんけど……？」

「媚び売るのだけは上手くなっていくなおまえ……」

　ヨアルは木椀にお替わりを注ぎながら彼女を一瞥する。

　ニルンは恥じ入るように目を伏せ、黙々とシチューを口元に運んだ。







６　魔術は言葉、言葉は力





〝魔女の国〟、静謐の廃城跡。

　照らすのは曇りなき月の光だけ。

　城の外観とは裏腹に整えられた最奥、城主の寝室。

　華美でないシャンデリア、ガラス張りの窓、天蓋つきのベッド、シックな執務机、落ち着いた色合いの絨毯じゅうたん。

　小柄なお仕着せ服姿の少女──エアリィ・ヘイレムはそこにいた。

「申し訳ありません、アルマ様。今夜中に例の不審者を確保することはおそらく困難だろうと推定されます」

「……いいのですよ、エアリィ。わたしは……気にしていませんから」

　対するはベッドに腰かけ、微笑む少女──〝魔女王〟アルマエイラ・セレナリエ。

　ゆったりとした黒い寝巻きを着て、頭の上にはナイトキャップ。うとうとと揺れる頭はいかにも眠たげだった。

「そう仰ってくだされるとまことにありがたく。私としても此度こたびのようなことは未経験。アルマ様に不安を与えていないかと汗顔のいたりです」

「いまさら、なにを恐れることもありませんよ。……ああ、でも、火にかけられるのは、いやです。あれだけは……もう、二度とは、ごめんです」

「ご安心ください。そのようなことは断じて、私の命を賭してでもやらせはしません。アルマ様が魔王様と結ばれたあかつきには、かならずや、かの王国の屑くずどもを真っ先に灰燼かいじんに帰してやりましょう」

　エアリィの淡々とした言葉に、アルマエイラは曖昧に微笑み、首を振った。

　────やはり、アルマ様は魔王様との婚約を迷っておられる。

「アルマ様。なにか気がかりなことでもございましたか」

「……いいえ。本当に、いつも、ありがとうございます……エアリィ」

　その時、アルマエイラはいきなりエアリィの傍に歩み寄った。

　これにはエアリィもぎょっとする。

　彼女はアルマエイラの着替えも手伝う立場だが、あまりに距離感が近すぎるのは問題だ。

　表情は依然として鉄面皮──従者としての完璧な無表情を保つ。

「いかがなさりましたか。アルマ様」

「……わたしも、彼らを恨みに思わないではありません。いまでも彼らから受けた仕打ちを、痛みを思えば……苦しくない、とは、申せません。ですがわたしは、ここでの静かな生活を気に入っているのです。わたしは、わたしを……ただ、そっとしておいてほしいのです……」

「────アルマ様」

　それはある種、もっとも贅沢な要求だった。

　人類最高峰と名高い神術の使い手であり、魔術士としても超優秀。

　人々に深い怨嗟えんさを抱き、だからこそ魔王に蘇らされたとされる〝元〟聖女──魔女王アルマエイラ。

　いまの彼女にとっては恩義ある魔王ですら、〝静かな生活〟を崩す厄介者にすぎぬのだろう。

「……あなたも、シャロも、わたしのために、本当に力を尽くしてくれています。いつもいつも、感謝の念に耐えません。……だから、どうか、自らを責めないでくださいな。わたしは、あなたを、心から信頼いたしますから……」

「私には光栄にすぎるお言葉。ですが、ありがたく頂戴いたします」

「シャロには……秘密ですよ。あらためて伝えるのは、少し、お恥ずかしいですから……」

「かしこまりました。では、私の口から彼女にお伝えしておきましょう」

「……もう、エアリィってば……」

　深々と礼をして応じるエアリィ。

　外見こそエアリィがいちばん若く見えるが、実際はシャルロットのほうがアルマエイラと年齢が近いのだ。

　実力や階級、外見年齢で言えばシャルロットがいちばん上だが、実年齢はエアリィが最高齢になる。

　アルマエイラはちょっと頬を赤らめて微笑み、ふと思い出したように「……ぁ」と声を上げた。

「……ひとつ、気になったことが、あるのですが……」

「はい。私がわかる限りのことでしたら」

　誰も気づかないほどわずかに身をこわばらせるエアリィ。

「……不審者とは、どのような方、だったのでしょう……？」

　────来た、とエアリィは内心、戦慄した。

　不審な男の素性については、シャルロットから聞かされた。

　生気がない、くたびれた感じの男。

　外見とは裏腹に魔術士としては凄腕。

　魔力量はたいしたことがないが魔力操作に長け、光学系の欺瞞術式、退魔系の結界術式に至っては超一流。

　森の中に数多の呪紋が設置され、潜伏場所を探るにも手を焼くとのこと。

　そしてなによりも厄介なのは、男が名乗りを上げた名前だった。

　魔術士ヨアル。

　ヨアル・ヤオトル。

　それはかつてアルマエイラから聞き及んだ、彼女の想い人の名であった。

「アルマ様のお耳に入れる価値があるような情報はございませんかと」

「……そう、ですか？」

「はい」

　かつては神に貞節を誓った神官であり、〝聖女〟として崇敬すうけいされたアルマエイラ。

　ゆえにそれは、決して叶うことのない恋だった。

　いまも存命中ならまだしも、彼は、アルマエイラと同じ日に命を落としたのだから。

　……命を落とした、はずなのだから。

「……なんでも、よいのです。どのような姿をしていたか、でしたら……わかるでしょう？」

「私が目にしたわけではありませんが、お世辞にも褒ほめられた姿ではなかったようです。森を何日もさまよっていたのでは無理もありませんが、ずいぶんくたびれた男のようでした。ほかにこれといった特徴といえば────魔女をひとり、誑たぶらかしたことくらいでしょう」

「……そ、そう、なのですか……」

　誑かした、と聞いてアルマエイラはにわかに頬を赤らめる。

　対するエアリィの胸中は穏やかでなかった。

　シャルロットとエアリィはこれまでに何度も侵入者を撃退、あるいは撃滅した。ふたりはそれらをすべて、欠かさずアルマエイラに報告した。

　しかし彼女はこれまでに一度も、たったの一度も、侵入者について尋ねるようなことはなかった。

　────それが今回に限って、なぜ？

「……そ、そうですよね……あの方も、いつまでもひとり身とは限りませんし……妻のひとりやふたり……」

「アルマ様」

「……は、は、はいっ」

　忘我の境地に飛んでいたアルマエイラを呼び戻す。

　彼女ははっとして顔を上げ、反射的に姿勢を正した。

「アルマ様。相手は確かに優秀な魔術士ですが、不審な輩にあの方を重ねられてはかえって不服でしょう。あの方は、もう亡くなられたのです。いまは魔王様と婚約中の身の上。どうかご自愛なさってくださいませ」

「……ごめんなさい……」

　アルマエイラはしゅん、と眉を垂らし、頭を下げる。

　しかし頷きはしなかった。

　彼女は首を横に振ったあと、お尻をシーツの上にぽすんと載せた。

「……差し出がましいことを口にしました。どうか、お許しくださいませ。これもアルマ様を思えばこそ、などとは申し上げません。婚約のことについても私から、アルマ様の御心に沿うよう、口添えをさせていただきたく存じます」

　深々と頭を下げ、主に完璧な礼を捧ぐエアリィ。

「……よいのです。わたしが恩を知らぬとすれば、まさにそのとおりなのでしょうから……」

「アルマ様」

　憂いを含む眼差しを湛たたえ、儚げに微笑むアルマエイラ。

　対するエアリィはさっと顔を上げ、

「押し売りの恩義を盾に婚儀を迫る男など屁の突っぱりにもなりません。尻でも蹴飛ばしてやればよいのです」

　表情ひとつ変えず、平然と言ってのける。

　アルマエイラは呆気に取られたようにぽかんとしたあと、くすくすと笑って、ちいさく頭を下げた。

「なにかおかしなことでも」

「……いえ。ありがとうございます……エアリィ。そろそろ、わたし……床につきます、ね。……おやすみなさい」

「はい。どうかごゆっくりお休みなさいませ────」

　エアリィは再び礼をして、ゆっくりと扉を閉めた。

　寝室に背を向け、歩き出す。

　シャルロットは領内に別邸を持つが、エアリィの寝床はこの城だ。

　もっとも、まだ眠るつもりはなかった。

　夜間に侵入者が現われないとも限らない。主の安全のためならば、労力を費やす価値は充分にあった。




　しん、と静まり返った城の中。

　ここからは黒き森の喧騒もどこか遠い。

　エアリィはここでの生活を気に入っていた──〝魔女王〟アルマエイラと同じように。

　魔王軍の中でも、特にうしろ暗い汚れ仕事を一手に担った頃とは雲泥の差。

　暗殺や諜報活動などは序の口で、裏切り者の粛清さえ珍しくもなんともない。

　優秀であるがゆえ、いいように使われた便利な道具。それがエアリィ・ヘイレムという暗殺者だった。

　しかし彼女が、〝魔女王〟を主人としてからは、変わった。

　生ぬるい魔女のなりそこない。20年前にそう侮った〝元〟聖女は、死してなお、春の木漏れ日めいた暖かさを失わなかった。

　いまとなっては魔王よりもアルマエイラ個人に忠義を尽くすほど。

　彼女に命を捧ぐことも厭いとわない──ある種の狂信的な慕情を抱く側付侍女レディーズメイドが、夜間警備を怠るはずもない。

　エアリィはひとり、最上階のバルコニーに出た。

　月光を受けて輝く銀髪のふたつ結びツーサイドアップ。

　夜の風が艶めく髪を揺らし、なびかせる。

「思いすごしならよいのですが────」

　かすかな嫌な予感。

　それを振り払うように、エアリィは魔力探知の網を展開する。

　その瞬間だった。

『ひとりになれ』

　どこからか、誰からか。

　エアリィには認識できない言葉が、意識の裏側に打ち込まれた。

　ただでさえ感情の色が乏しい瞳から光が薄れる。

　彼女は無意識に、楔のような言葉に頷いた。

　軽快な歩調で城を降り、平原を駆け、誰にも見つからず領内を離脱する。

　熟練の暗殺者としての技能が十全に作用する。こうなってはシャルロットでも探知するのは難しい。

『目的地を指定する』

『可能な限り、迅速に移動しろ』

『現在地を示せ』

『応答を求む』

　言葉が、立て続けに打ち込まれる。

　魔術士の言葉には力がある。強力無比な力が。

　彼女の意識はいまだなく、魔力回路まで掌握されては抗うすべはない。

『────はい』

　エアリィはすべての命令に肯定で応じ、滑るように移動を開始した。



＜To be continued.＞
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